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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
、
町
政
に
対
し

多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、

年
頭
に
あ
た
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
昭
和
22
年
２
月

11
日
に
龍
田
町
、
法
隆
寺
村
、
富
郷

村
の
３
町
村
の
合
併
に
よ
り
、
斑
鳩

町
が
発
足
し
、
町
制
70
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
の
町
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
70
周

年
を
祝
う
と
と
も
に
、
本
年
を
こ
れ

か
ら
の
未
来
に
向
け
た
新
た
な
出
発

の
機
会
と
と
ら
え
、
９
月
９
日
に
記

念
式
典
を
開
催
す
る
ほ
か
、「
近
畿

歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
」
や

「（
仮
称
）
法
隆
寺
食
封
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
に
ぎ
や
か
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
全
国
か
ら
、
多
く
の
お
客
様

を
お
迎
え
し
、
本
町
の
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
み
な

さ
ま
に
と
っ
て
も
改
め
て
自
ら
の
ま

ち
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
積

極
的
な
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
斑
鳩
町
が
発
足
し
た

当
時
１
０
，
８
７
０
人
で
あ
っ
た
人

口
は
、
現
在
、
約
２
８
，
３
０
０
人

と
お
よ
そ
2.6
倍
と
な
り
、
歴
史
と
文

化
が
息
づ
く
ま
ち
と
し
て
、
着
実
に

そ
の
歩
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

斑
鳩
町
長

　
小 

城　
利 

重

　

今
後
、
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
、

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
な

ど
、
本
町
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
が
、
聖
徳
太

子
が
こ
の
地
に
移
り
住
ま
れ
て
以
来
、

先
人
た
ち
が
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ

り
守
り
築
い
て
き
た
豊
か
な
自
然
と

歴
史
が
織
り
成
す
斑
鳩
の
里
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
は
か
る
た
め
、
本
町
が

持
つ
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

若
い
世
代
の
定
住
促
進
や
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
訪
れ
る
人
を
お

も
て
な
し
の
心
で
温
か
く
迎
え
る

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
良
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
、年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

初　春
斑
鳩
町
制
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み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
議
会
活
動

に
精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
議
員
改
選
後
、
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
２
年
目
の

新
春
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
の
動
き
な
ど
、
世

界
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

全
国
各
地
で
相
次
い
だ
豪
雨
や
地
震

な
ど
の
自
然
災
害
、
世
界
に
類
を
見

な
い
急
激
な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
き
く
揺
れ
動
く
時

代
に
お
い
て
は
、
自
主
・
自
立
の
行

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
私
た

ち
町
議
会
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て

の
役
割
、
行
政
の
監
視
機
関
と
し
て

の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
、
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
み
な
さ
ま
の
代
表

と
し
て
、
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か
り

把
握
し
、
常
に
新
し
い
視
点
を
も
っ

て
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
は
、
町
制
70
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
70
年
で
、

私
た
ち
の
町
の
姿
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
遺
産
を
は

じ
め
と
す
る
豊
か
な
歴
史
と
文
化
は
、

今
も
変
わ
ら
ず
私
た
ち
の
く
ら
し
の

中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

斑
鳩
町
議
会
議
長

　
中 

西　
和 

夫

　

我
々
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で

き
た
こ
の
貴
重
な
財
産
を
、
次
の
世

代
の
主
役
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
70
周
年
を
迎
え
、
さ
ら
に
こ
の

先
も
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続

け
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

で
あ
る
住
民
み
な
さ
ま
の
声
を
町
政

に
反
映
で
き
る
よ
う
、
議
員
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
を
自
覚
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い

年
が
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
希

望
に
満
ち
溢
れ
た
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

初　春
70
周
年
を
迎
え
て

新年のごあいさつ
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全
国
の
神
社
仏
閣
を
中
心
と

し
た
門
前
町
を
有
す
る
自
治
体
、

観
光
・
商
工
団
体
関
係
者
な
ど

が
一
同
に
会
し
、「
門
前
町
」

を
テ
ー
マ
に
地
域
活
性
・
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
の
た
め
開
催
す

る
「
全
国
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
11
月
22
日（
火
）、

法
隆
寺
境
内
「
聖
徳
会
館
」
で

行
っ
た
記
念
式
典
に
は
、
全
国

各
地
か
ら
24
市
町
村
の
自
治
体

関
係
者
が
参
加
し
、
意
見
交
換

会
、
大
野
法
隆
寺
管
長
に
よ
る

基
調
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
次
回
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
地
で
あ
る
福
岡
県
福
津
市

の
小
山
市
長
に
サ
ミ
ッ
ト
リ
ン

グ
が
手
渡
さ
れ
、
門
前
町
の
絆

が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　記念式典後に行
われた交流レセプ
ションでは、「斑
鳩町マスコット
キャラクターパゴ
ちゃん」のイメー
ジソング「斑鳩、
いかが？？」を作
詞・作曲された、
シンガーソングラ
イターの近藤夏子さんと、楽曲にあわせて
創作ダンスをつくっていただいた法隆寺国
際高校ダンス同好会のみなさんによるライ
ブが披露され、会場は大盛り上がり。サミッ
トに花を添えました。

町制70周年

▲ 歓迎セレモニー　雅楽公演（斑鳩雅楽会） ▲ 自治体関係者による意見交換会

▲ 近藤夏子さん

▲ 「日本の精神と和の文化」
と題した基調講演

　法隆寺管長　大野玄妙師

▲ サミットリング伝達式
次回開催地　小山福津市長

（左側）

▲ 斑鳩小学校３年生全員参加で能楽発表！

▲  「斑鳩、いかが？？」のパフォーマンスを
披露！

斑鳩町制　70周年
～ 記念事業がは　じまりました ～

第14回全国門前町
　サミット in 斑鳩
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　今回が第２回目、「遊ぶ・楽しむ・感じる　斑鳩週間」をテーマに
開催された、いかるがWeeeeeK。11月21日（月）～26日（土）の１
週間、毎日楽しいイベントの連続で、大盛況でした。
　また、11月23日
（祝・水）開催の「常
楽市2016～まちあ
るきマーケット～」
は、全国門前町サ
ミットの参加者も見
学。法隆寺・中宮寺
の拝観とあわせて斑
鳩を堪能していただ
きました。

　斑鳩町は、昭和22年に龍田町・
法隆寺村・富郷村が合併して誕生
し、平成29年２月11日で70周年
を迎えます。
　今月号では、町制70周年に先が
けて行われたプレイベント「第14
回全国門前町サミット in 斑鳩」と、
「第２回いかるがWeeeeeK」の
ようすを紹介します。

気球あげアゲ↑
　ナイト2016

　上空30メートルからの眺
めを、約400人が体験しまし
た。夕陽に照らされる気球や
夜空に
舞う気
球 に、
大きな
歓声が
上がり
ました。

法隆寺参道ライトアップ／
　竜田揚げ×宇佐からあげの競演

　松並木がライトアップされ、法隆寺参道が美しい光
で彩られました。また、法隆寺
観光自動車駐車場では、斑鳩名
物「竜田揚げ」と大分県宇佐市
の「宇佐からあげ」の競演（ふ
るまい）が行われ、訪れたみな
さんは味比べを楽しみました。

常楽市２０１６
～まちあるきマーケット～

　４回目の今年は、「未来のいかるがト
ンネル」が登場！大きな風船トンネルに
アートが描かれました。100店舗以上が
出店し、
食べ歩き
や買い物
などを楽
しむお客
さんで大
賑わいで
した。

光で繋ぐ法隆寺駅北口商店街
　午前11時からの抽選会は大賑わい。点灯式
では、スペシャルゲストに芸人の大西ライオン
さんが登場！一斉に灯ったイルミネーションで
彩られた
駅北口広
場は、大
きな歓声
に包まれ
ました。

神代もきかず
　光る斑鳩！

　法隆寺ｉセンター内では、
工作体験や音楽の演奏などの
催し物が開催されました。外
の駐車場は、竹あかりイルミ
ネーションで幻想的な雰囲気
に包まれました。

竜田川紅葉祭り
　毎年恒例の紅葉祭り。27
日は雨で中止となりました
が、26日は大勢のお客さん
で大賑わい！水難無事故祈願
の後、鯉逃がしの儀式を行い
ました。いかるがWeeeeeK
の締めにふさわしい１日とな
りました。

斑鳩町制　70周年
～ 記念事業がは　じまりました ～

　　いかるがWeeeeeK
～ いつもと違う斑鳩の１週間 ～

24日

22日 2３日

21日

25日 26日

21日

第２回



いいえ 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

スタート

はい 

はい 

生ごみを「可燃ご
み」に出している 

庭や畑で家庭菜園
をしている 

生ごみは、できれ
ば毎日処理したい 

少し手間がかかって
もお金がかからない
方法が良い

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

草や剪定した枝葉も
たくさん出る 

少し手間がかかって
もお金がかからない
方法が良い

すばらしい！
これからも可燃ごみ
減量にご協力を！  

生ごみ処理機（バイ
オ式）を使った生ご
みたい肥化がおすす
め 

生ごみ処理機（乾燥
式）を使った生ごみ
たい肥化がおすすめ 

町の生ごみ分別収集
の利用がおすすめ 

生ごみ処理容器のベ
ランダｄｅキエーロ
がおすすめ 

コンポストを使った
生ごみたい肥化がお
すすめ

ＥＭボカシ処理容器、
ダンボールコンポス
トを使った生ごみた
い肥化がおすすめ 
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み
な
さ
ん
は
生
ご
み
を
ど
の
よ
う
に
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
か
？
生
ご
み
を
可
燃

ご
み
に
出
す
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
ご
み
は

自
家
処
理
し
た
り
、
町
の
生
ご
み
分
別
収
集
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全

や
、
ご
み
処
理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
生
ご
み
の
自
家
処
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
ご
家
庭
を
紹
介
し

な
が
ら
、
あ
な
た
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
生
ご
み
の
処
理
方
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
可
燃
ご
み
減
量
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※�

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は･･･
英
語
で
浪
費
・
無
駄
・
ご
み
と
い
う
意
味
の

ウ
ェ
イ
ス
ト
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
方

　生ごみ処理機は、混ぜる手間がかかりませ
ん。毎晩、生ごみ処理機に生ごみをセットし
てボタンをおすだけです。電気代がどれだけ
かかっているかは調べていないのですが、夜
間の電気が安い時間帯に使用するようにして
います。
　一番良いと思うのは、可燃ごみであればご
みの日まで生ごみを保管しておかなければな
らず、臭（にお）いが気になりますが、生ごみ
処理機は毎日処理できるので臭いを気にしな
くてすみます。１日分の生ごみが手のひら１
杯分くらいの量に減ります。処理機に入れて
乾いた状態になった生ごみは、バケツにため
ておき、畑でたい肥として使用しています。
４人家族ですが、生ごみの自家処理と雑がみ
の分別に取り組んでいるため、可燃ごみを出
すのは３回に１回程度
です。

　機器の購入に約７万
円かかりましたが、町
の補助金を利用したため、自費負担は約３万
円でした。
　今回購入したものが我が家の３代目です。
これまでの物と比べると性能が格段に良く
なっているなと感じています。 環境対策課

（☎内線134）

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の

生
ご
み
処
理
方
法
は
？

～ 
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
、
埋
め
立
て
な
い

　
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 

～

やってみよう！生ごみ分別

電気式生ごみ処理機を
　　　　お使いの浦﨑さん
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　２年前、町のダン
ボールコンポスト講
習会を受講したこと
がきっかけではじめ
ました。家庭菜園を
しているので、生ご
みでたい肥を作れることに魅力を感じました。
　臭（にお）いが気になる生ごみをすぐにコンポスト
に入れられることが良いです。コンポストに入れて
しまえば臭（にお）いはほとんどありませんが、少し
臭（にお）いが気になる時はりんごやみかんの皮を入

　ベランダ deキエーロは土の中にいるバクテリア
の力で生ごみを処理する生ごみ処理容器です。
　町で募集したベランダ deキエーロモニターのみ
なさんに使用状況をお聞きしました。

鈴�木さん：以前は町
の生ごみ分別収集
を利用していまし
たが、現在はベランダ deキエーロで自家処理を
しています。生ごみ回収場所まで持っていく手間
が省け便利だと感じています。
雑�賀さん：ふた付きの容器で生ごみを腐敗させてか
らキエーロに投入し、土に触れる部分を多くする
ため、よく混ぜるようにしています。気温が高い
季節は何の問題もなく分解するようです。

れるようにしています。
　日当たりや天候によってダンボールの置き場所を
変えることが面倒に感じます。ただ、光をできるだ
け当てるようにしているせいか、虫が発生したこと
はありません。コンポストの中身をかき混ぜるのは
毎日の時もあれば２日程度あく日もあり、頻度はあ
まり気にしていません。
　以前は毎回可燃ごみを出していましたが、今は小
サイズの袋で２週間に１回出している程度です。ダ
ンボールコンポストでは分解しにくい貝殻などは、
町の生ごみ分別収集に出しています。
　コンポストで作ったたい肥で育てた野菜はとても
おいしく、ご近所にもおすそわけしています。

山�根さん：生ごみを分解させるためには気温が高い
状態の方が良いと聞き、日当たりの良い場所に移
動できるよう、キエーロをキャスター付きの台車
に乗せています。土が固まりやすくなってきたこ
とが気にかかります。
川�本さん：これまでも田畑に生ごみを埋めていたた
め、それとあまり変わらないと感じています。み
なさんはなかったようですが、私は虫が発生して
しまいました。
北�原さん：分解しにくいものはキエーロに入れない
で、町の生ごみ分別収集に出すようにしています。
今後、生ごみを分解したキエーロの土がたい肥と
して使えるかを試してみます。

　生ごみ分別収集は、生ごみを分別し、公共施設や自治会
（モデル自治会のみ）の生ごみ回収ボックスに出すことで、
生ごみを燃やさずに、たい肥化処理する取り組みです。
　生ごみは自家処理していただくのが一番ですが、場所が
ないなど、ご家庭での自家処理が難しい場合にぜひご参加
ください。
　参加者には、役場環境対策課窓口で保管用水切りバケツ
を無料配布しています。　※お申し込みは環境対策課へ

町の生ごみ分別収集とは？

◀
ベランダ de
キエーロ
モニターの
みなさん

生ごみの
自家処理をはじめてみよう

と思ったあなたへ
　生ごみ処理機などの購入には、町の
奨励金制度がつかえるよ！
　詳しくは11ページ「パゴちゃんの
地球となかよし」で確認してね。

ダンボールコンポストを
お使いの武田さん

生ごみ処理容器
ベランダ deキエーロ
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～ 斑 鳩 町 産 業 ま つ り 2 0 1 6 ～
1 2 / 4 ・すこやか斑鳩・スポーツセンター　中央体育館

徳太子ゆかりの地を巡る
～ いにしえ浪漫街道ツーデーウォーク ～

1 2 / 3 ，4 ・生駒郡４町

鳩産が勢揃い！斑

聖

　聖徳太子ゆかりの地であるこの地域の持つ魅力を
多くの人に体験・体感してもらい、地域全体の活性
化につなげるためのウォークイベントを、生駒郡４
町が連携して開催しました。
　第２回目となる今年は、「こころをいやす　平群
･三郷歴史満喫コース（約17㎞）」、「こころをみた
す　斑鳩 ･安堵太子浪漫にふれるコース（約18㎞）」
を設定したところ、県内外からのべ約900人が参加。
聖徳太子ゆかりの寺社などを辿り、豊かな自然と悠
久の歴史、文化などを体感しました。

　２日目の４日は、斑鳩町観光自動車駐車場で出発
式を行い、斑鳩東小学校太鼓クラブの演奏に送られ
てスタート。各参加者は、それぞれのペースでコー
スを歩き、観光ガイドのみなさんによる現地解説、
おもてなし処での豚汁やそばのふるまいなど、心も
体もあたたまるおもてなしを満喫されました。
　聖徳太子ゆかりの地、生駒郡４町の魅力を内外に
広く伝えられるイベントとなりました。

　クリスマスリースつくり体験や、長野県飯島町の
そば打ち体験、恒例のもちの振る舞いなどもあり、
子どもたちの笑顔であふれていました。
　野外ステージでは、小学生による産業体験発表や、
斑鳩町キャンペーンレディによる「法隆寺数え歌」
の披露、パゴちゃんのイメージソング「斑鳩、いか
が？？」の紹介なども行われ、さまざまな催しで盛
り上がった１日となりました。

　今回は町制70周年プレイベントとして、産業ま
つりを開催しました。農家から出品された季節の野
菜・果物などが揃った農産物品評会や即売会、町内
の物産品の販売などが行われ、たくさんの人でにぎ
わいました。
　和太鼓「いかるが」による大迫力の演奏で幕開け。
10時30分から販売が開始されると、新鮮な地元の
野菜を買い求める人であふれ、会場は大盛り上がり。

▲スタート前にみんなで準備体操！

▶ 

法
隆
寺
五
重
塔
を
背
景
に

歩
く
参
加
者
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　「男はつらいよ」の主人公、「寅さん」がテーマとなったサミットに斑鳩町も
参加しました！寅さんがこよなく愛した「いつまでも変わらない風景や人情」
を大切に守り、育んでいく機会として開催されたサミットには、全国１６のロ
ケ地が集まりました。
　斑鳩町は記念すべき第１作「男はつらい
よ」のロケ地であり、小城町長や斑鳩町キャ
ンペーンレディがイベントに参加。ステー
ジでは、斑鳩町キャンペーンレディが、斑
鳩町の特産品や聖徳太子の時代から受け継
がれてきた歴史あふれるすばらしい斑鳩の
原風景をＰＲしました。

　「すごいもの博」と題した愛媛県最大級の産業の祭典「えひめ・まつや
ま産業まつり」に、中宮寺門前そばの製麺会社であるイシメン株式会社と
ともに今年も参加しました。
　「産業のチカラで、えひめを元気に！」をテーマに、愛媛県や松山市を
はじめとした、さまざまな特産品や産地直送のうまいものが大集合。斑鳩
町からは斑鳩産の富有柿や黒米、菜の花油、奈良県の特産品である柿の葉

ずしや奈良漬けなど、さ
まざまな特産品を販売。
中宮寺門前そばも好評
で、斑鳩ブースは大盛況でした！
　小城町長も式典やもちまきに参加し、会場を盛り上げ、
斑鳩町キャンペーンレディは、ステージで斑鳩の特産品や
魅力をＰＲしました。

ーテンの寅さんでおなじみの「寅さん」のロケ地が大集合！
～ 寅さんサミット2016 ～

1 1 / 2 6 ，2 7 ・東京都葛飾区柴又　特設会場

フ

岡子規を生んだ愛媛県松山市で斑鳩町をＰＲ！
～ えひめ・まつやま産業まつり2016 ～

1 1 / 2 6 ，2 7 ・愛媛県松山市　城山公園やすらぎ広場

正

　文化財の火災は、放火や周囲からの飛び火によるもの
が多いのが特徴です。世界文化遺産・法隆寺など数多く
の文化財の近くに住む私たちも日ごろから火の元に十分
注意し、不注意やいたずらから文化財を守りましょう。
　また、文化財への落書きなどのいたずらは絶対にやめ
ましょう。一度傷つけると元通りに戻せ
ません。長い年月をかけて受け継がれて
きた貴重な文化財を次の世代に伝えるた
めにも、文化財を大切にしましょう。

みんなで守ろう文化財
１月26日は「文化財防火デー」斑鳩町消防団出初式一斉カラー放水

と消防はしご車等の展示
日時　１月５日（木）午前11時頃～
場所　竜田公園　紅葉橋南側
　　　竜田公園駐車場（消防車両の展示）
　なお、出初式当日
は、午前９時に約１
分間サイレンを吹鳴
します。ご理解をお
願いします。

◀ ステージで
　斑鳩町のＰＲ！

◀
斑
鳩
の
特
産
品
は

　

み
な
さ
ん
に
好
評
で
し
た
！

斑
鳩
の
特
産
品
は

今
年
も
好
評
で
し
た
！

▶
▲松山でも斑鳩町を
　　　　ＰＲしました！

町制７０周年記念イベント



斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

法隆寺ゆかりの都市文化交流
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奈
良
時
代
に
法
隆
寺
が
朝
廷
か
ら
賜た
ま
わ

っ
た
「
食じ
き

封ふ

」
と
よ
ば
れ
て
い
る
臨
時

的
な
収
入
を
に
な
っ
た
地
域
が
４
か
所

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
地

域
を
有
す
る
４
市
と
当
町
と
で
め
ざ
し

て
い
ま
す
「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文

化
交
流
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

「
食
封
」
と
は

　

奈
良
時
代
の
律
令
制
度
に
お
い
て
、
皇

族
や
貴
族
や
寺
院
な
ど
が
、
限
ら
れ
た
期

間
に
指
定
さ
れ
た
土
地
の
戸
（
人
た
ち
）

を
「
封ふ

戸こ

」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
土
地
に

お
け
る
「
租そ

」（
田
の
収
穫
か
ら
稲
を
納

め
た
税
）
の
半
分
と
、「
庸よ
う

」（
労
働
力
の

か
わ
り
に
布
を
納
め
た
税
）
と
「
調ち
ょ
う

」（
諸

国
の
産
物
を
納
め
た
税
）
の
す
べ
て
と
、

「
仕し

丁ち
ょ
う

」（
朝
廷
が
行
う
事
業
の
労
働
力
）

の
労
役
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
食

封
」
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。

法
隆
寺
食
封
の
場
所
は

　

奈
良
時
代
に
朝
廷
が
南な
ん

都と

の
諸
寺
に
寺

院
の
成
り
立
ち
や
そ
の
財
産
を
記
す
よ
う

命
じ
て
提
出
さ
せ
た
文
書
が
今
日
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
法
隆
寺
で
は
、
天
平
19

（
７
４
７
）
年
に
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并

流
記
資
財
帳
』
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、法
隆
寺
の
経
営
を
支
え
る
た
め
、

天
平
10
（
７
３
８
）
年
に
朝
廷
か
ら
法
隆

寺
に
賜
っ
た
食
封
弐に

百
戸
が
、
播は
り

磨ま

国
揖い

保ぼ

郡
林
田
郷ご
う

五
十
戸
（
現
在
の
兵
庫
県
姫

路
市
）、
但た
じ

馬ま

国
朝あ
さ

来ご

郡
枚ひ
ら

田た

郷
五
十
戸

（
現
在
の
兵
庫
県
朝
来
市
）、
相さ
が
み模
国
足あ
し
の

下し
も

郡
倭や
ま
と

戸べ

郷
五
十
戸
（
現
在
の
神
奈
川
県
小

田
原
市
）、
上こ
う

野ず
け

国
多た

胡ご

郡
山や
ま

部べ

郷
五
十

戸
（
現
在
の
群
馬
県
高
崎
市
）
の
４
か
所

あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
田
原
市
と
は
先
行
し
て
平

成
24
年
２
月
11
日
に
「
法
隆
寺
ゆ
か
り
の

都
市
文
化
交
流
協
定
」
を
締
結
し
、
展
示

会
や
講

演
会
の

開
催
な

ど
各
種

の
交
流

事
業
を

実
施
し

て
い
ま

す
。「（

仮
称
）
法
隆
寺

　
食
封
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催

　

大
野
法
隆
寺
管
長
の
呼
び
か
け
に
よ
り

は
じ
ま
っ
た
こ
の
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市

文
化
交
流
は
、
平
成
29
年
に
当
町
が
町
制

70
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
こ
れ
ら
の

４
市
と
当
町
と
の
間
で
文
化
交
流
を
よ
り

一
層
推
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
ひ
ろ
が
り

ま
す
。
お
互
い
の
都
市
を
紹
介
し
、
今
後

の
交
流
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
あ

う
「（
仮
称
）
法
隆
寺
食
封
サ
ミ
ッ
ト
」

の
開
催
を
平
成
29
年
７
月
22
日
に
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事

業
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
25
回
生
駒
郡

人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
研
究
大
会

　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
日
休
館
）

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
１
月
20
日（
金
）
午
後
１
時
～

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

内
容　実践

報
告

　
『「
あ
っ
た
か
ほ
た
る
」
っ
て
な
～
に
』

　
　
　
　

三
郷
町
立
三
郷
北
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
川　

勲　

氏

記
念
公
演

　

�

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ　

自
分
ら
し
く
生
き
る
」

　
　
　
　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悠ゆ
い以　

氏

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
大
活
躍
！

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
水
曜
日
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　
（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
な
活
動
内
容
は
、

来
館
者
の
受
け
付
け
や
常
設
展
示
の
藤
ノ

木
古
墳
出
土
品
（
レ
プ
リ
カ
）
の
解
説
の

ほ
か
、
展
示
会
開
催
中
の
解
説
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

た
め
の
研
修
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

但馬国朝来郡枚田郷推定地付近の
ようす（現　枚田小学校）

▲ 法隆寺伽
が

藍
らん

縁
えん

起
ぎ

并
ならびに

流
る

記
き

資
し

財
ざい

帳
ちょう



環境対策課
（☎内線133）

　パゴちゃんの地球となかよしでは、斑鳩町
がすすめる「ゼロ・ウェイストのまちづくり」
について特集するよ。
　今回は、奨励金の申請方法について紹介す
るよ。

ゼロ・ウェイストのまちづくり③
～ 生ごみ処理機などの購入に奨励金を交付します ～
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毎月10日と20日は陶器回収の日〈１月の陶器等回収日〉
　１月１０日（火）・１月２０日（金）
　環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、１月14日（土）、１月22日（日）も受け付けします。

　生ごみ処理機などを購入すると、
町から奨励金が出るのをご存知です
か？申請方法はとても簡単です。
①自家処理の方法を選ぶ。
　�（処理方法についての詳細は６・
７ページ「あなたにぴったりの生
ごみ処理方法は？」をご覧くださ
い）
②�購入前に申請書を準備する。（環
境対策課窓口もしくは町ホーム
ページからダウンロードしてくだ
さい）
③�購入時に、店舗で申請書の業者証
明欄を記入してもらう。
④�領収書を添付し環境対策課窓口へ
提出する。
※�生ごみ処理機については、後日、
設置確認の写真撮影をさせていた
だきます。

放
送
大
学
学
生
募
集

～
放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
～

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
資
格

・ 

15
歳
以
上
…
１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選

科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

・ 

18
歳
以
上
（
大
学
入
学
資
格
あ
り
）
…

入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、

１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま

す
。

・�

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

出 

願
期
間　

第
１
回
は
２
月
28
日
ま
で
。

第
２
回
は
３
月
20
日
ま
で
。

問 

合
せ
先　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
４
２
⑳
７
８
７
０
）

　

�

資
料
請
求（
無
料
）な
ど
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
出
願
で

き
ま
す
。

～生ごみ処理機等購入奨励金制度を
　　使って生ごみの自家処理に挑戦しよう～

種　類 奨励金の対象数 奨励金の額
生ごみ
処理機

（電気式・
手動式）

生ごみを微生物により分解
または電気により水分を蒸
発させて、たい肥にかえる
電化製品。
値段は２～８万円くらい。

１世帯
１台のみ

購入金額
（消費税抜き）
の２／３
限度額：
１台当り４万円

生ごみ
処理容器

電気を使用せず、生ごみを
発酵や分解などの方法によ
りたい肥にするコンポス
ト。（ダンボール型コンポ
ストを含みます。）
値段は３～８千円くらい。

１世帯
２台まで

購入金額
（消費税抜き）
の２／３
限度額：
１台当り６千円

ＥＭ
ボカシ
処理
容器

生ごみの上にＥＭボカシを
ふりかけ、容器内で発酵さ
せて、たい肥にします。
値段は２～４千円くらい。

１世帯
２台まで

購入金額
（消費税抜き）
の２／３
限度額：
１台当り４千円

11月の生ごみたい肥化量31,710㎏
可燃ごみの13.8％をたい肥化できました　※モデル世帯数5,951世帯（11月末）

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

11月

10月

9月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成28年度

平成27年度

平成28年度

平成27年度

平成28年度

平成27年度

※�奨励金を交付した翌年から起算して、５年を経過すると再交付
できます。
※�奨励金の交付には、指定の申請書と購入証明が必要です。
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　今年度から活動がスタートしている、11団体の活動提案事業の動きを紹介します。今月号で
は、「竜田公園をよりきれいにする事業」と「障害者に対する偏見・差別をなくす啓発運動」を
紹介します。

　歴史・文化のかおり高い竜田川の景観を守るために、会を
発足しました。月に一度の活動とあわせ、散歩時に歩道など
に捨てられた吸い殻・ごみ・犬のフンなどを拾い、回収して
います。
　また、竜田川・三室山のもみじや桜の木の状態を調査し、
現状の厳しさを目の当たりにしています。わたしたちの手で、
わたしたちの宝を守っていく活動です。町民のみなさまのご
協力をお願いいたします。

　昨年４月１日から「奈良県障害のある人もない人もともに暮
らしやすい社会づくり条例」が施行されました。わたしたちは、
斑鳩町で一人でも多くの人に、「障害がある」ということを理
解していただくための学習会を開催しています。あいサポート
運動の一環「まほろば・あいサポート研修」も開催しました。
みなさんも「あいサポーター」となって、障害がある人の手助
けをしませんか。

「クリーンウォーク」活動中！毎月第１日曜日　午
前８時に斑鳩町観光会館前に集合。散歩しながら、
ごみを拾いましょう。

あいサポート運動とは、誰もがくらしやすいともに生きる
社会を実現するため、障害の内容や特性、障害のある人が
困っていることを理解し、配慮のしかたや手助けの方法を
知り、実践する運動です。

団体名：竜田公園をよりきれいにする会（代表　樋口　建市）

団体名：障害者差別、偏見をなくすための認識・理解を深める会
（代表　清水　辰馬）

竜田公園をよりきれいにする事業

障害者に対する偏見・差別をなくす啓発活動

い
き
お
い
の
良
い
カ
エ
デ

◀

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）（☎0745�1000㈹）

斑鳩町協働のまちづくり

住民活動センターだより

木が傷んで「うろ（木
の幹や太い枝にあい
た穴）」ができてし
まっています。



● 

お
す
す
め
の
本 

●
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︱ 

図
書
展
示 
︱

　
「
文
学
賞
受
賞
作
品
」
を
テ
ー
マ
に
図

書
展
示
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
の
理
解
啓
発
に
か
か
る

住
民
講
座

「
～ 

あ
な
た
の
知
ら
な
い

精
神
の
世
界 

～
」

　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ぽ
る
と
・
ベ
ル

　

青
木
（
☎
０
７
４
５
㊸
５
５
４
１
）

　
「
精
神
障
害
っ
て
何
を
す
る
か
わ
か
ら

な
い
人
た
ち
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
っ
た

よ
う
に
精
神
障
害
が
あ
る
人
に
対
し
て
の

誤
解
や
偏
見
は
根
強
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

講
演
会
で
は
、
精
神
障
害
の
人
た
ち
の
リ

ア
ル
な
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

当
事
者
の
立
場
か
ら
権
利
を
守
る
活
動
を

さ
れ
て
い
る
、
大
阪
精
神
医
療
人
権
セ
ン

タ
ー
の
山
本
深
雪
さ
ん
、
支
援
者
の
立
場

か
ら
活
動
し
て
い
る
お
お
さ
か
地
域
生
活

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
北
野
誠
一
さ
ん
に

も
ご
講
演
い
た
だ
き
、
精
神
障
害
を
少
し

で
も
理
解
い
た
だ
く
機
会
と
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

知
る
人
ぞ
知
る
精
神
の
世
界
を
少
し
の

ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　
１
月
16
日（
月
）
午
後
１
時
～

場
所　
安
堵
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

３
階　

会
議
室

　
　
　

�（
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
東
安
堵

８
５
３
）

主 

催　

西
和
７
町
（
安
堵
町
・
斑
鳩
町
・

王
寺
町
・
河
合
町
・
上
牧
町
・
三
郷
町
・

平
群
町
）

　
「
よ
り
給
料
が
安
い
人
が
選
ば
れ
る
時

代
」「
ロ
ボ
ッ
ト
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
時

代
」
の
現
在
進
行
形
の
未
来
に
ど
う
立
ち

向
か
え
ば
い
い
の
か
？
投
資
家
で
あ
り
、

京
都
大
学
で
教
壇
に
も
立
つ
著
者
が
、
14

歳
に
向
け
て
行
っ
た
特
別
講
義
を
集
約
。

　

シ
ャ
ネ
ル
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
、
緒
方
貞

子
、
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
世
界
を

変
え
て
き
た
10
人
の
偉
人
の
生
涯
を
と
お

し
て
「
未
来
を
つ
く
る
５
つ
の
法
則
」
を

伝
え
て
い
ま
す
。 　

瀧
本　

哲
史　

著

　

講
談
社

『
ミ
ラ
イ
の
授
業
』

大
活
字
本
を
利
用
く
だ
さ
い

　
「
大
活
字
本
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

大
活
字
本
と
は
、
通
常
の
本
の
文
字
よ

り
２
～
３
倍
ほ
ど
大
き
い
文
字
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
本
で
す
。文
字
が
大
き
い
た
め
、

通
常
１
冊
に
お
さ
ま
る
内
容
が
２
～
３
冊

に
分
冊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
で
は
、
時
代
小
説
や
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
小
説
な
ど
の
大
活
字

本
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
文
字
が
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
き

た
、
と
い
う
人
に
お
す
す
め
で
す
。

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
１
月
11
日（
水
）
午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
１
月
21
日（
土
）
午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
小
学
生
以
下

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
１
月
10
日（
火
）
午
前
11
時
～

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

※�

先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

場
合
は
、お
子
さ
ん
を
優
先
と
し
ま
す
。

▶
通
常
の
本（
上
）と

　

大
活
字
本（
下
）の
文
字
の
大
き
さ
の
比
較

申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/

図書館だより図書館だより

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ



主な連絡先
斑鳩町役場
 ☎0745-74-1001
上水道課
 ☎0745-74-1401
下水道課
 ☎0745-74-2406
町立図書館
 ☎0745-75-7733
中央公民館
 ☎0745-74-1511
東公民館
 ☎0745-74-4122
西公民館
 ☎0745-75-3911
中央体育館
 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
 ☎0745-70-1000
保健センター
 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
 ☎0745-74-0990
衛生処理場
 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
 ☎0745-74-4100
いかるがホール
 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

☎0745-74-5666

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広
　
告
　
枠 

●
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生
年
月
日
、
職
業
と
応
募
の
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）
を
便
せ
ん
な
ど
に

記
入
し
、
１
月
27
日（
金
）ま
で
に
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
総
務
課
の

窓
口
に
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選 

出
・
選
任
方
法　
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
候
補
者
を
決
定

の
う
え
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
し

ま
す
。

　
�　

な
お
、
議
会
へ
の
議
案
の
上
程
時
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
経

歴
を
付
記
し
た
資
料
を
提
出
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

任
期　
平
成
29
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
６
３
）

　

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会
は
、
町
長
お

よ
び
町
議
会
議
員
の
倫
理
規
定
を
定
め
た

「
斑
鳩
町
政
治
倫
理
条
例
」
に
基
づ
き
政

治
倫
理
確
立
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
調

査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
、
審
査
会
の
委
員
の
う

ち
、
２
人
を
公
募
し
ま
す
。

職 

務
内
容　
政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
必

要
な
調
査

募
集
人
数　
２
人

応 

募
資
格　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で

斑
鳩
町
議
会
議
員
お
よ
び
斑
鳩
町
長
の

選
挙
権
を
有
す
る
人

応 

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

「『自分なんか ･･･』を
『自分だから ･･･』へ！」

日時　２月６日（月）
　　　午前９時30分～11時
場所　中央公民館　創作室
講師　斑鳩町社会教育指導員
　　　　　　　胡内　隆男　氏

家庭教育学級
中央公民館（水曜日休館）　　　

　（☎0745�1511）

固
定
資
産
評
価
審
査
会
委
員
に

（
敬
称
略
）

　
吉　
岡　
祥　
充
（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
12
月
22
日
付
け
で
、
固
定
資
産
評
価
審

査
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

● 

募
　
　
集 

●

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 10日㈫、17日㈫、24日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
26日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

5日㈭、12日㈭、19日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 11日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 10日㈫
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談
13日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎759269
休日を除く8:30～17:3027日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 21日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

１月の相談



15 2017.1.  広報 

（
仮
）斑
鳩
町
健
康
寿
命
延
伸
計
画（
案
）

と
第
２
期
斑
鳩
町
食
育
推
進
計
画（
案
）

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
ま
す

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
０
１
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
次
の
２
つ
の
計
画
の
策

定
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

「（
仮
）斑
鳩
町
健
康
寿
命
延
伸
計
画
」（
案
）

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

元
気
で
幸
せ
に
く
ら
す
こ
と
が
で
き
る
健

康
長
寿
社
会
を
め
ざ
す
た
め
の
計
画
。

「
第
２
期
斑
鳩
町
食
育
推
進
計
画
」（
案
）

　

食
の
大
切
さ
を
考
え
、
食
を
基
本
と
し

た
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の

計
画
。

　

こ
の
２
つ
の
計
画
の
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　
①
町
在
住
・
在
勤
の
人
、
②

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人

意 

見
の
提
出
方
法　
住
所
・
氏
名
ま
た
は

名
称
、
連
絡
先
を
必
ず
記
入
の
う
え
、

次
の
方
法
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
様
式
自
由
）

①
郵
送
（
〒
６
３
６
‐
０
１
４
２

　

斑
鳩
町
小
吉
田
１
丁
目
12
―
35

　

斑
鳩
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

宛
）

②
fax
（
０
７
４
５
�
０
９
０
３
）

③
Ｅ
メ
ー
ル

　
　
（hoken@

town.ikaruga.nara.jp

）

④�

持
参
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
期
間
・
計
画（
案
）の
閲
覧
期
間

　

１
月
４
日（
水
）～
13
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
の
消
印
有
効

閲
覧
場
所

①
斑
鳩
町
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

　
（
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
内
）

②�

中
央
・
西
・
東
公
民
館
（
水
曜
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
10
時
）

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意 

見
お
よ
び
考
え
方
の
公
表　
提
出
い
た

だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
は
、
原
則
と

し
て
町
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。（
個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

平
成
29
年
度　
学
童
保
育
延

長
開
始
に
伴
う
学
童
保
育
入

室
児
童
募
集
、
多
子
世
帯
の

保
育
料
の
減
免
申
請
の
受
付

　
　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
内
線
２
３
７
・
２
３
８
）

● 

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
延
長

保
育
を
は
じ
め
ま
す
。

対 

象　
学
童
保
育
に
入
室
し
、
就
労
状
況

に
よ
り
、
延
長
保
育
が
必
要
な
児
童
。

開
室
時
間　

　

�

延
長
保
育　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７

時
30
分
（
平
日
、
学
校
休
業
日
と
も
）

開
室
場
所

　

斑
鳩
学
童
保
育
室
（
斑
鳩
小
学
校
内
）

　

�

斑
鳩
西
学
童
保
育
室
（
斑
鳩
西
小
学
校

内
）

　

�

斑
鳩
東
学
童
保
育
室
（
斑
鳩
東
小
学
校

内
）

保
育
料
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

　

通
常
保
育
料　

月
額　

４
，
０
０
０
円

　

延
長
保
育
料
（
通
常
保
育
料
に
加
算
）

　
　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　
　
　

月
額　
　
　

５
０
０
円

　
　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

月
額　

１
，
０
０
０
円

● 

多
子
世
帯
の
保
育
料
の
減
免
に
係

る
規
定
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と

に
伴
い
、
保
育
料
の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

対 

象　
同
一
世
帯
内
で
、
２
人
以
上
が
入

室
し
て
い
る
児
童
。

減
免
内
容

・�

第
２
子　

保
育
料
（
通
常
保
育
料
お
よ

び
延
長
保
育
料
）
の
半
額
を
減
額
。

・
第
３
子
以
降�

保
育
料
の
全
額
を
減
額
。

申 

請
方
法　
延
長
保
育
お
よ
び
減
免
申
請

を
す
る
保
護
者
は
、
１
月
10
日（
火
）～

１
月
24
日（
火
）（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
、
所
定
の
申
請
書
を
記
入
の
う

え
、
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
生
涯
学
習
課
で
交
付
し

ま
す
。

※ 
平
成
28
年
12
月
の
入
室
申
請
の
手
続
き

が
お
済
み
の
人
で
、
延
長
保
育
お
よ
び

減
免
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

 

な
お
、
平
成
28
年
12
月
の
入
室
申
請
に

よ
り
、
定
員
に
達
し
た
学
童
保
育
室
に

つ
い
て
は
、
募
集
を
中
止
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
日
休
館
）

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
１
月
13
日（
金
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演
題　

�「
司
法
の
場
で
『
生
き
直
し
』
を

支
援
す
る
こ
と

　
　
　
　

～
刑
事
事
件
や
離
婚
事
件

　

で
の
経
験
を
通
し
て
～
」

講
師　
み
み
な
し
や
ま
法
律
事
務
所
所
長

　
　
　

弁
護
士　

菅
原　

直
美　

氏

● 
お
知
ら
せ 

●
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土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の

指
定
に
係
る
説
明
会

　

奈
良
県
で
は
、
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
を
守
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
な
ど
に
関
す
る
基
礎
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
基
礎
調
査
で
判
明
し
た
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
を
す
す
め

る
た
め
、
奈
良
県
と
斑
鳩
町
が
共
同
で

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
方
式
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
（
受
付
時
間
中
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
説
明
を
受
け
ら
れ
る
説
明
会
で
す
）。

　

パ
ネ
ル
展
示
や
映
像
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
土
砂
災
害
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

質
問
な
ど
は
個
別
に
担
当
職
員
が
対
応

し
ま
す
。

説
明
会
の
対
象
地
区

　

�

神
南
４
丁
目
、
稲
葉
西
１
・
２
丁
目
、

龍
田
３
・
４
丁
目
、
龍
田
北
２
～
６
丁

目
、
龍
田
西
１
・
３
丁
目
、
龍
田
南
６

丁
目
、
白
石
畑
、
大
字
法
隆
寺
、
大
字

三
井
地
区
の
一
部

日
時　
１
月
15
日（
日
）

　
　
　

�

午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
受
付
は

午
後
１
時
30
分
～
３
時
）

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

問
合
せ

　

奈
良
県
郡
山
土
木
事
務
所
計
画
調
整
課

　
（
☎
０
７
４
３
�
０
２
０
２
）

　

�

ま
た
は
役
場
総
務
課（
☎
内
線
２
７
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
２
）

　町役場では、職員の欠員や業務の増加による臨時的補充のため、臨時職員登録の募
集を行います。
受付　１月10日（火）～31日（火）午前８時30分～午後５時30分
　　　（土曜・日曜日・祝日を除く）に総務課で受け付けします。
　　　※�臨時職員登録の募集は、電話、fax、郵送、インターネットなどによる受け

付けはできません。なお、受付期間の終了後も随時、登録の受け付けを行っ
ています。

臨
時
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

区　分
職　種

登録
期間 応　募　資　格 必　　要　　書　　類 雇用

期間等
一 般 事 務 職

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

当町在住か当町への通勤が
可能で昭和32年４月２日以
降に生まれた人
ただし、一般事務職および
一般事務職（図書館勤務）
については、パソコン（ワー
ド・エクセル）を使える
人

履歴書１通（市販の用紙で応募者自
筆のもの）

１
回
の
雇
用
期
間
は
６
か
月
ま
で
で
、
職
種
の
重
複
登
録
が
可
能
で
す
。

一般事務職（図書館勤務）

ごみ収集処理作業員

用 　 務 　 員

保 　 育 　 士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、
保育士証原本または保育士資格取得見込証明書

保 　 健 　 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、保
健師免許証原本または保健師免許取得見込証明書

看 　 護 　 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、看
護師免許証原本または看護師免許取得見込証明書

幼 稚 園 講 師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、幼稚園
教諭免許状原本または幼稚園教諭免許取得見込証明書

小 ･ 中学校講師 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、小・中学校
教諭免許状原本または小・中学校教諭免許取得見込証明書

管 理 栄 養 士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、管理栄
養士免許証原本または管理栄養士資格取得見込証明書

栄 　 養 　 士 履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、栄
養士免許証原本または栄養士資格取得見込証明書

学 習 支 援 員 小学校・中学校等で教職経験のある人、ま
たは教員免許状を持っている社会人・学生

履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）、小・中学校
教諭免許状原本または小・中学校教諭免許取得見込証明書

一 般 事 務 職
（図書運搬など）

当町在住か当町への通勤が可能で昭和22年４月２日以
降に生まれた人かつ普通自動車免許を持っている人

履歴書１通（市販の用紙で応募者自
筆のもの）

発 掘 作 業 員 当町在住か当町への通勤が可能で、
発掘作業員は昭和22年４月２日、発
掘調査補助員は昭和32年４月２日

（経験者は昭和18年４月２日）以降
に生まれた人で、健康かつ作業に従
事できる人

発掘調査補助員

統 計 調 査 員 当町在住で健康かつ訪問調査に従事
できる人

保育所臨時用務員 当町在住か当町への通勤が可能で昭
和27年４月２日以降に生まれた人

福祉施設臨時用務員 当町在住か当町への通勤が可能で昭
和22年４月２日以降に生まれた人

補助員（学童保育室勤務） 当町在住か当町への通勤が可能で昭
和27年４月２日以降に生まれた人
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臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
採
用
予
定
の
次
の
職
種
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
る

人
は
、
下
表
を
参
照
の
う
え
、
採
用
試
験

の
受
験
申
し
込
み
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

採
用
予
定
の
職
種
・
人
員

・
保
育
所
臨
時
栄
養
士　

…
…
…
若
干
名

・
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
若
干
名

・
老
人
憩
の
家
（
東
・
西
）
臨
時
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
若
干
名

・
介
護
支
援
専
門
員　

…
…
…
…
若
干
名

試
験
日
時　
２
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

試
験
会
場　
斑
鳩
町
役
場　

１
階

　
　
　
　
　

第
３
会
議
室
（
口
述
試
験
）

採
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日

※�

勤
務
内
容
や
勤
務
体
系
の
詳
細
に
つ
い

て
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

臨
時
職
員
の
応
募
は
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
、

郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

区分

職種
受験資格 必要書類

申込用紙
交付・受付

日時

試
験
方
法

申込用紙交付
受付場所

および問合せ

保育所臨時栄養士

昭和32年４月２日以降に生ま
れた人で、町在住か通勤可能
な人、かつ栄養士資格を有す
る、または平成29年３月31日
までに資格取得見込みの人

・�履歴書（市販の用紙
で応募者自筆のも
の）
・�栄養士免許証原本ま
たは資格取得見込証
明書

１
月
５
日（
木
）～
20
日（
金
）

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

口

述

試

験

福　　祉
子ども課
☎内線（�１２７�）

ふ れ あ い
交 流 セ ン タ ー
臨 時 職 員

昭和22年４月２日以降に生ま
れた人で、町在住か通勤可能
な人かつ、土曜・日曜日、祝
日に勤務できる人

・�履歴書（市販の用紙
で応募者自筆のも
の）

老 人 憩 の 家
臨 時 職 員

昭和22年４月２日以降に生ま
れた人で、町在住か通勤可能
な人かつ、土曜・日曜日に勤
務できる人

・�履歴書（市販の用紙
で応募者自筆のも
の）

長寿福祉課
☎内線（�１２６�）

介 護 支 援 専 門 員

昭和32年４月２日以降に生ま
れた人で、町在住か通勤可能
な人、かつ介護支援専門員資
格を有する、または平成29年
３月31日までに資格取得見込
みの人（実務研修中の人でも
可）

・�履歴書（市販の用紙
で応募者自筆のも
の）
・�介護支援専門員証原
本（実務研修受講中
の場合は実務研修受
講試験の合格通知）

親
子
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

生
駒
郡
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
「
親
子
ふ

れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　
１
月
21
日（
土
）
午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　
オ
プ
ト
ボ
ウ
ル
タ
カ
ダ

　
　
　
　
（
大
和
高
田
市
東
雲
町
14
‐
14
）

参
加
費　
１
人
に
つ
き　

１
，
０
０
０
円

　
　
（
２
ゲ
ー
ム
制　

大
人
子
ど
も
同
額
）

申 

込　
参
加
希
望
の
人
は
、
①
保
護
者
の

住
所
・
氏
名　

②
子
ど
も
の
名
前
・
学

年　

③
参
加
人
数　

④
電
話
番
号
を
生

涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
現
地

集
合
・
解
散
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●

１
月
の
納
税

○
町
県
民
税（
第
４
期
分
）

　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
４
）

○
国
民
健
康
保
険
税

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

　
…
…
長
寿
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

1
月
31
日
㈫

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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斑
鳩
町
が
保
有
す
る
次
の
物
件
の
売
却

に
つ
い
て
、一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。

入
札
要
領
・
入
札
参
加
申
込
書
の
交
付

　
交
付
期
間　
１
月
26
日（
木
）ま
で

　
　

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
休
日
を
除
く
）

　

交
付
場
所　
財
政
課
窓
口

　

※�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

現
地
下
見
会

　

期
日　
１
月
21
日（
土
）

　

時
間　
土
地
１
：
午
前
10
時
～

　
　
　
　

土
地
２
：
午
後
１
時
～

　
　
　
　

※
各
土
地
に
つ
い
て
30
分
程
度

　

場
所　
現
地
に
て

　

※�

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
１
月
19

日（
木
）ま
で
に
、
電
話
（
０
７
４
５

�
１
０
０
１
）、
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４

５
�
１
０
１
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル

（zaisei@
town.ikaruga.nara.jp

）

で
、
財
政
課
へ
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
書
の
受
付

　

受 

付
期
間　
１
月
30
日（
月
）ま
で

　
　

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
休
日
を
除
く
）

　

受
付
場
所　
財
政
課
窓
口

　

受 

付
方
法　
必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は

郵
送

　

�（
※
郵
送
の
場
合
は
一
般
書
留
郵
便
ま

た
は
簡
易
書
留
郵
便
で
１
月
30
日（
月
）

午
後
５
時
ま
で
に
必
着
）

入
札
お
よ
び
開
札

　

期
日　
２
月
14
日（
火
）

　

時
間　
土
地
１
：
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

土
地
２
：
午
後
２
時
～

　

場
所　
役
場
地
下
大
会
議
室

問
合
せ　
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
２
）

町
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

物件番号 所在 地番 地目
（登記簿）

面積
（登記簿）

予定価格
（最低売却価格）

土地１
奈良県生駒郡斑鳩町
龍田南６丁目

731番3 宅地 206.69㎡ 10,092,000円

土地２
奈良県生駒郡斑鳩町
興留５丁目

570番1 宅地 405.63㎡ 37,378,000円

　
（
☎
内
線
１
５
３
・
１
５
４
）

◆ 

２
月
16
日（
木
）か
ら
町
県
民
税
の

申
告
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

申
告
が
必
要
な
人
な
ど
、
詳
し
く
は
広

報
「
斑
鳩
」
２
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
償
却
資
産
の
所
有
者
は

　
　
　
　
　
　
申
告
が
必
要
で
す

申
告
期
限　
１
月
31
日（
火
）

　

１
月
１
日
現
在
、
町
内
で
事
業
に
用
い

る
資
産
（
例
え
ば
工
場
の
機
械
類
、
商
店

や
事
務
所
の
備
品
類
、
ア
パ
ー
ト
の
付
帯

設
備
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
駐
車

場
な
ど
）
を
所
有
し
て
い
る
法
人
ま
た
は

個
人
は
、
そ
の
資
産
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
を
し
て
い
る
人
で
申
告
書
や
手
引

き
が
手
元
に
な
い
、
あ
る
い
は
申
告
義
務

が
あ
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

場
合
は
、
放
置
せ
ず
に
、
必
ず
役
場
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
告

義
務
違
反
が
あ
り
ま
す
と
延
滞
金
や
過
料

の
請
求
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費

を
支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除

の
特
例
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
～
平
成
29
年
分
の
所
得
税
・
平
成

　
3０
年
度
分
の
町
県
民
税
か
ら
～

　

健
康
の
維
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
一
定
の
取
り
組
み

（
※
１
）を
行
う
人
が
、
平
成
29
年
１
月
１

日
～
平
成
33
年
12
月
31
日
に
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品（
※
２
）の
購
入
費
用
を
年
間

１
万
２
千
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
（
上
限

８
万
８
千
円
）
を
所
得
控
除
で
き
る
特
例

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
１　

�

①
特
定
健
康
診
査
・
②
予
防
接
種
・

③
定
期
健
康
診
断
・
④
健
康
診
査
・

⑤
が
ん
検
診

※
２　

�

医
師
の
処
方
が
必
要
で
あ
っ
た
医

療
用
医
薬
品
か
ら
転
用
さ
れ
た
、

薬
局
な
ど
で
購
入
で
き
る
医
薬
品

◎�　
こ
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、
必

要
書
類
を
添
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申

告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
領
収
書（
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎�　
本
特
例
か
従
来
の
医
療
費
控
除
の
ど

ち
ら
か
一
方
の
み
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

役
場
税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
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奈良税務署からのお知らせ
（問合せ　奈良税務署　☎0742－26－1201）

平成28年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、
平成29年２月16日（木）から同年３月15日（水）までです。
各申告会場は、大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。

● 確定申告地区相談会場のお知らせ

◆土曜日・日曜日は開設しておりません。
◆相談受付の終了時刻は15時です（２月15日は14時に相談受付を終了させていただきます）。
◆駐車場は有料です（１時間まで無料、それ以降は１時間毎に100円かかります）。
◆開設日初日と午前中は大変混みあうことが予想されます。
◆混雑の状況により、早めに受付を終了させていただく場合があります。
◆昼休みの時間帯は、少人数で対応しますのでご了承ください。
◆会場にお越しの際は、前年分の控えなどをご持参ください。
◆会場への電話でのお問い合わせはご遠慮ください。
◆ 「土地・建物・株式などを売却された所得（上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除を含む）」、
「贈与税」や「相続税」などに関する相談は行っておりませんので、これらに関する相談が必
要な場合は、税務署までお越しください。

● 奈良税務署申告会場のお知らせ
◆�申告会場の開設期間は、平成29年２月16日（木）から同年３月15日（水）まで（土曜・日
曜日を除く）。なお、２月19日（日）・26日（日）に限り申告会場を開設します。
　２月15日以前は開設しておりませんのでご注意ください。
◆相談受付時間は９時から16時までです。
◆混雑状況により、早めに相談受付を終了する場合があります。
◆会場開設当初と申告期限間際は、大変混雑することが予想されます。
◆�来客用駐車場を申告会場として使用し、駐車場がありませんので、来署の際は公共交通機関

をご利用ください。

確定申告書へのマイナンバーの記載などについて
　マイナンバー制度の導入に伴い、平成28年分以降の所得税等の確定申告書には、

　 マイナンバー（12桁）の記載 �＋� 本人確認書類の提示又は写しの添付 �が必要です。
※社会保障・税番号（マイナンバー）制度の最新情報やお問い合わせ先
　　・国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）トップページ上の をクリック！
　　・マイナンバー総合フリーダイヤル　　☎0120－95－0178
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（無料　月曜日～金曜日　午前９時30分～午後８時）

会　　場　　名 開催期間【土・日・祝除く】 開催時間
奈良県立図書情報館
（奈良市大安寺西1-1000） ２月２日（木）～２月15日（水） 9：30～16：00

☆「いかるがホール」での相談会場の開設は行いませんので
　ご留意ください。
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　任期満了に伴い、平成28年12月１日付けで、下記
のみなさん（敬称略）が新しい民生委員・児童委員、
主任児童委員に決まりました。福祉に関する困りごと、
心配ごとの相談相手として、また、町とのパイプ役と
して活動していただきます。
　民生委員・児童委員、主任児童委員には人権を尊重し、
相談の内容の秘密を守ることが義務付けられています
ので、安心してご相談ください。
 問合せ　福祉子ども課（☎内線127）

（任期：平成28年12月１日～平成31年11月30日）

氏　　　名 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区　　名

松　原　眞由美 東福寺1丁目2番38号 74-1023

五丁南京田・法隆寺南・五丁新金堂田会・
ブランデール法隆寺・アデレード法隆寺・
コンフォーﾄ法隆寺・フィｰルデンビレッジ・
シャトー斑鳩・東福寺２班・東福寺５班・
東福寺南町・五丁南ひなの会・東福寺一番住宅・
東福寺６班・東福寺７班・東福寺東・
法隆寺南コミュニティ

平　山　義　雄 法隆寺北1丁目7番34号 75-3285 東里・白石畑

東　　　光　代 法隆寺1丁目9番43号 74-3349 三町

堤　　　光　子 法隆寺南1丁目1番29号 75-2194 並松中・並松東・サントル法隆寺壱番館

田　島　千枝子 法隆寺西3丁目3番23号 74-5037 並松西之町北・並松西之町南・ハタハイツ

山　崎　輝　夫 幸前1丁目1番43号 74-5809 三井・岡本・幸前

勝　田　安　彦 髙安1丁目2番12号 74-0292 東洋シール工業・高安西団地・高安睦・高安・高安新町・高安西１丁目

嶋　田　友　子 興留東1丁目5番17号 74-2761
興留東一丁目北・興留東一丁目東・興留東一丁目南・
興留東北垣内・阿波・阿波二丁目・阿波二丁目北・
阿波２丁目西・アソシエート

田　口　玲　子 興留2丁目5番26号 74-0606 興留二丁目・興留三丁目・興留五丁目・パークハイム・興留５丁目大殿北

岡　田　清　子 興留4丁目4番21号 74-5159

西興留・興留一丁目中央会・興留一丁目ひまわり会・
興留一八・興留１丁目法隆寺マンション・
浜口マンション・興留１丁目ボナールヴィラ・
興留四丁目北・興留四丁目中・興留１丁目松葉会・
興留四丁目吉川住宅

堤　　　淳　一 興留5丁目12番3号 74-5928 第一地所・興留５丁目大殿

石　橋　健　一 興留6丁目18番8号 74-1990 南興留第一

中　 　孝　夫 興留8丁目7番30号 75-6290 南興留第三・三代川・目安北団地

岡　村　一　興 興留6丁目23番4号 74-4177 南興留第二

長　尾　弘　宣 興留7丁目2番9号 75-2786 南興留第五・南興留第六・興留４丁目南菜の花会・山茶花会・苗代田・苗代田第二

中　越　泰　子 興留9丁目4番22号 74-4498 駅前南・駅前西・駅前中（一部）・駅前新

山　崎　節　子 興留7丁目3番38号 75-2912 駅前北・駅前中（一部）・駅前東

山　上　妙　子 阿波3丁目8番24号 74-3795 新家・斑鳩荘苑 ･サントル法隆寺弐番館

田　中　淑　子 龒田南6丁目8番2号 75-3674 主任児童委員

乾　　　祐　子 龒田北1丁目1番2号 75-5249 主任児童委員

小　野　英　子 法隆寺1丁目2番37号 74-0210 主任児童委員

なさんを紹介します
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氏　　　名 住　　　所 電話番号 担　　当　　地　　区　　名
東　浦　孝　悦 龒田南1丁目1番5号 75-2758 一番町・二番町・法西町・御坊山麓

太田垣　節　子 龒田北1丁目18番20号 75-5449 錦ヶ丘

山　田　義　明 龒田南4丁目4番6号 74-0075 三の一・三の二・五番町・長田町・シャルマン・竜田五番町北

乾　　　美　幸 龒田3丁目4番38号 74-3179 北五番・猫坂東・北六番・法隆寺緑が丘

吉　岡　春　美 龒田4丁目2番33号 75-3943 猫坂中二・猫坂西・錦町・橋東一・橋東二

宮　崎　　　修 龒田南4丁目4番22号 74-2055 十楽・追手東町・追手町・追手西町・堂山・追手南町

松　本　洋　子 龒田西4丁目8番8号 080-5361-0492 橋西・新楓町

齋　藤　文　夫 龒田西6丁目5番7号 75-0343 旭ヶ丘・幸進町・小林ハイツ

河　野　孝　司 龒田西3丁目22番2号 75-6997 夕陽ヶ丘・西の山

藤　本　　　彰 龒田西1丁目2番9号 75-7380 峨瀬・橋西北・龍田ネオポリス・峨瀬第１・斑鳩Ⅲ番館・斑鳩５番館

舟　井　和　子 龒田北5丁目5番3号 74-0388 北庄・高塚町

山　本　　　實 神南5丁目3番46号 75-3431 笠町・神南さくら

平　田　とし子 稲葉西2丁目9番19号 74-4615 紅葉ヶ丘・サンドミール・グランソレイユ

鈴　木　悦　子 神南3丁目3番6号 75-5643 神南・ヒルズ神南の会

上　山　勝　士 神南3丁目18番33号 75-6795 昭和町

峯　松　由美子 稲葉西1丁目8番11号 74-3729 稲葉車瀬・三室地区・グレースピア・三室ガーデンハウス・四季ヶ丘

山　中　知　代 小𠮷田1丁目1番7号 74-2651 小吉田・小吉田住宅・三の三・アグリア小吉田

栗　本　忠　弘 服部1丁目6番17号 75-2562 東服部・服部・アグリア服部

秋　山　謹　三 五百井1丁目4番11号 74-4743 五百井・五百井北・道仁・興留４丁目ひまわり会・服部北・グリーンプラザ・アヴァンセ美貴

岡　　　政　子 服部2丁目11番18号 74-6190 南服部・西服部・中服部・ドリーム服部

笹　尾　五　美 目安北2丁目1番32号 74-3588 法隆寺第３団地

清　水　良　子 目安1丁目11番22号 74-0230 目安

久　保　　　博 目安4丁目9番17号 74-0425 法隆寺第１団地・法隆寺南住宅・和区

植　栗　千　晶 法隆寺西1丁目4番43号 74-5307 西里・山内・第二慈母園

澤　井　修　治 法隆寺2丁目2番15号 74-2826 五丁北・芝ノ口東・法隆寺東１丁目４青空

福　田　信　子 法隆寺2丁目8番1号 74-5878 五丁南・五丁市場・法隆寺Ⅱ

民生委員・児童委員、主任児童委員のみ
新しい



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） １月16日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

　日本の男性の３人に２人、女性の２人に１人が、がんを発症します。
　しかし、禁煙などの生活習慣の改善と、定期的ながん検診、この二段構えでが
んの発症を予防できます。

　平成2８年度の乳がん・子
宮頸がん検診の個別検診
は、２月末日で終了です。
医療機関が混雑し期限内に
予約が取れないことがあり
ますので、まだの人は早め
に受けましょう。
（受診券・健康手帳は保健セ
ンターで発行しています）
※�平成29年度から、厚生労
働省の指針に基づき、乳
がん（集団・個別）検診は、
マンモグラフィのみの検
査となります。

がん検診名 受診者数
（人）

受診率
（%）

精密検査者数
（人）

がんの人
（人）

胃 が ん 947 9.9 17 4

大 腸 が ん 1,429 14.9 110 8

肺 が ん 1,082 11.7 14 1

子宮頸がん 1,489 46.7 26 0

乳 が ん 1,106 35.2 56 1

前立腺がん 1,096 31.5 130 1

⃝斑鳩町のがん検診受診状況（平成2７年度）⃝

❶�先生、がんから身を守るには、
どうしたらいいでしょうか？

①�がんは、わずかな知識と行動
で、大きく運命を変えられる
病気です。

②�生活習慣をよくすることで、
がんを予防できます。

・少しの運動でも効果あり
・肉食はほどほどに
・�塩分の多いもの、熱いものの
取りすぎに注意

・食卓に野菜や果物を
・たばこは吸わない
・お酒はほどほどに
・適切な体重維持

❷がんを
　防ぐには？

～ がん検診のススメ ～



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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パパママスクール（冬コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　　　　　持物：母子健康手帳　　　　　　　　申込：各日の前日まで

テーマ 実施日 実施時間 内　　容

もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～ 1月20日㈮ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産についての話
妊婦体操

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 2月6日㈪ 10：00～

　12：00
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士からママと赤ちゃんの歯の健康についての話

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～ 2月18日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

事業名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

わんぱく広場

1月17日㈫ 13：15～
　13：30 Ｈ28年6・7月生

○赤ちゃん体操・発達等についての話
持物：母子健康手帳、バスタオル
申込：１月４日（水）～16日（月）

2月6日㈪ 9：45～
　10：00

1歳～
1歳6か月児

○ 歯科衛生士による歯のみがき方、生活リズ
ムについて
持物：母子健康手帳、歯ブラシ
申込：１月４日（水）～２月３日（金）
先着25組

2歳6か月児健診
（歯科） 1月19日㈭ 12：45～

 13：15 Ｈ26年4・5月生
〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 1月30日㈪

13：30～
 14：00

就学までの児

○身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：１月４日（水）～27日（金）
先着80人

14：30～
 15：00

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 2月15日㈬ 12：45～

　13：30 Ｈ27年6・7月生
〇内科・歯科診察、身体計測など
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

「
減
塩
」「
野
菜
あ
と
一
皿
の
摂
取
」

で
お
い
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

　

健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
、
今
よ
り

１
ｇ
の
減
塩
と
３
５
０
ｇ
の
野
菜
摂
取
を

実
現
す
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
25
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

内
容　
調
理
実
習

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

申
込　
１
月
５
日（
木
）～

キ
ッ
ズ
ト
ン
ト
ン
教
室

　

料
理
を
自
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で
つ
く
り
、「
で
き
た
！
」

の
達
成
感
を
経
験
す
る
こ
と
で
好
き
嫌
い

な
ど
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な
く
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
31
日（
火
）
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前
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時
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後
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時

内
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ど
も
の
調
理
体
験

　
　
　

◎
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り
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ラ
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・
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そ
汁
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平
成
25
年
４
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成
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年
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月
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日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保

護
者
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15
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人
（
先
着
順
）

費
用　
保
護
者
・
子
ど
も
各
３
０
０
円

申
込　
１
月
５
日（
木
）～

※
両
教
室
と
も
共
通

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
髪
の
毛
を

覆
う
も
の
）・
ふ
き
ん
・
台
ふ
き
・

筆
記
用
具



1月号
平成29年1月1日発行

（通巻616号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₃₀₀人
　　（前月比　＋19）
　　男₁₃,₄₀₈人
　　女₁₄,₈₉₂人

　 　₁₁,₄₈₄世帯
　　（前月比　＋14）
（平成28年11月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　あけましておめでとうござ
います。町制70周年の今年
は、どんな年になるのでしょ
うか。広報紙を通して、明る
い話題や斑鳩の魅力、たくさ
んの笑顔を伝えていきたいと
思います。今年も広報「斑鳩」
をよろしくお願いいたします。
	 ま

広報

ホームページ
http://www.town.
							ikaruga.nara.jp/
Eメール		info@town.ikaruga.nara.jp

＊ この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場） 242017.1.  広報 

● 法隆寺北１丁目（天満池南側）●
　松並木が残る天満の馬場。写真奥にあるのは、
松尾寺参りの道の途中の鳥居です。写真手前に
は、「肥たご」を運ぶ農夫の姿が写っています。

写真提供：川西和文	氏
撮影時期：1950年代頃

　鳥居は1970年代頃に斑鳩神社の階段
下に移転されています。写真奥の右側
には公園が整備され、松尾寺参りの人
の待ち合わせ場所などにも活用されて
いるようです。

祝 斑鳩町制
70周年

小規模保育所「ほうりゅうじ」平成29年４月 OPEN！
学校法人斑鳩学苑　法隆寺幼稚園（☎0745�2091）

　「斑鳩の記憶アーカイブ化事業」でみなさん
から集められた写真を、「斑鳩の記憶データベー
ス」としてインターネット上で公開しています。

（http://archive-ikaruga.org/）
　このコーナーでは、データベースにある写真
を、現在の姿と比較しながら、当時のようすや
まちの風景などを紹介していきます。

平成29年は斑鳩町制70周年

町制70周年

写真でたどろう
斑鳩の記憶

昔

今

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

奈良時代に法隆寺が朝廷より賜った
食封の場所は４か所あったことがわ
かっています。そのうち、平成24年に斑鳩町と「法
隆寺ゆかりの都市文化交流協定」を締結した市は？

〈１月13日㈮必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

12月号のクイズの答　イカル（応募総数16）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲


